
後
列

前
列

若
葉
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
六

四
月
十
一
日
（
金
）
に
、
新
し
い
先
生
の
歓
迎
と
、

年
度
、
児
童
数
十
五
名
、
転
入
職
員
二
名
を
加
え
て
、

児
童
相
互
・
児
童
と
先
生
方
の
親
睦
融
和
を
深
め
る
こ

職
員
数
八
名
で
ス
タ
ー
ト
し
て
早
三
週
間
が
経
ち
ま
し

と
と
、
集
団
行
動
の
訓
練
の
場
と
心
身
の
鍛
練
を
図
る

た
。
地
域
・
保
護
者
の
皆
様
、
児
童
の
心
身
の
健
全
育

こ
と
を
目
的
に
、
和
水
町
古
墳
公
園
に
歓
迎
遠
足
に
行

成
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

き
ま
し
た
。
菊
池
川
沿
い
の
春
を
満
喫
し
な
が
ら
の
行

保
護
者
の
方
々
に
は
、
先
日
、
ご
多
用
な
中
、
授
業

き
帰
り
、
公
園
で
の
五
・
六
年
生
が
リ
ー
ド
し
て
レ
ク

参
観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
に
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
青
木
神
社
か

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
教
育
目
標
は
、
左
記
の

ら
は
、
先
生
と
登
校
班
ご
と
に
通
学
路
を
点
検
し
た
り

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
児
童
一
人
一
人
が
、
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
に
も
お
願
い
を
し
た
り
し
て
帰

健
康
で
、
自
分
の
力
を
十
分
発
揮
し
、
楽
し
い
充
実
し

り
ま
し
た
。

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
こ
の
目

標
達
成
に
向
け
、
職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
田
代
敬
之
（
和
水
町
緑
小
か
ら
）（
菊
鹿
町
出
身
）

◎
馬
渕
智
美
（
荒
尾
清
里
小
か
ら
）（
熊
本
市
出
身
）

四
月
九
日
（
水
）
太
鼓
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
清
島
先
生
を
お
招
き
し
て
「
太
鼓
開
き
」

し
ま
し
た
。
十
九
日
（
土
）

の
長
寿
会
総
会
で
は
、
お
祝

い
に
「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」「
月

瀬
太
鼓
」
「
源
九
郎
物
語
」

の
三
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

長
寿
会
の
皆
様
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

月
瀬
太
鼓
が
始
動

（
太
鼓
開
き
・
長
寿
会
で
演
奏
）

天
候
に
恵
ま
れ
て
、

楽
し
か
っ
た
歓
迎
遠
足

新
年
度

ス
タ
ー
ト

校
長

田
代

敬
之

５月の主な行事予定
1日(木)体重測定
2日(金)委員会活動・ギョウ虫検査提出
7日(水)全校集会
9日(金)全校体育

14日(水)交通教室・クラブ活動
15日(木)内科検診・もみまき
16日(金)全校体育
20日(火)耳鼻科検診
21日(水)避難訓練
23日(金)ＡＬＴ・全校体育
25日(日)資源回収・美化作業
〃 プール掃除

27日(火)集金日
28日(水)クラブ活動
30日(金)委員会活動・全校体育
※月曜日は８：０５～読み聞かせ

教 育 目 標
元気で はきはき ものおじ

しない 知・徳・体の調和のと
れた月瀬の子どもを育てる。

め ざ す 児 童 像

げんきな子・やさしい子・かしこい子

○ 心身ともに健康な子ども

○ 仲良く励まし合う子ども

○ 自ら学び、確かな学力を身につけ
た子ども

○ 最後までねばり強く頑張る子ども

月
瀬
小
の
職
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
室
補
助
員

菊
川

智
子

三
・
四
年
担
任

一
瀬
真
奈
美

養
護
教
諭

堀
田
ゆ
き
の

特
別
支
援
教
育

支
援
員

續

祐
子

二
年
担
任

馬
渕

智
美

教
頭桑

机

久
子

校
長田

代

敬
之

五
・
六
年
担
任

森
奥

賢
一

新

入

職

員

の

紹

介
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